
ユーザーマニュアル 
CR02

このマニュアルには重要な安全情報が含まれ
ています。ご使用前に必ずこの取扱説明書を
よくお読みいただき、お読みになった後は大
切に保管してください。
運転者は適切な運転免許証を取得する必要が
あります
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はじめに

この度は、電動モータサイクル CR02 をご購入いただき、誠にありがとうございます。安全で快適なバイクライフをお楽しみ
ください。
車両をお乗りになる前に、まずは本マニュアルをご熟読ください。本マニュアルには、オートバイの操作方法、トラブルシューティングや
メンテナンスに加え、車両を痛めたり、お乗りのお客様自身や周囲の方を傷つけたりすることが無いよう、その手引きが示されています。
また、お読みになられた後も、このマニュアルを安全な所に保管してください。もし、中古等でこの車両をお売りになる際には、このマニ
ュアルを新しいオーナー様にお譲りいただけますよう、重ねてお願い申し上げます。
このマニュアルには、作成時点での最新情報が掲載されています。しかしながら、製品の継続的な改善のため、ユーザーマニュアルと実際
の車両との間に多少の相違点が生じる場合があります。実際の車両がマニュアルに優先されることをご了承ください。
フェローテクノロジー社 ( FELO Technology(Shanghau) Co., Ltd. ) では、本マニュアルについて、予告なく変更する場合があります。
もし、このマニュアルについて質問がある場合は、お買い求めの正規販売店にお尋ねください。
車両の不正改造等は禁じられています。

© 2025 FELO Technology(Shanghau) Co., Ltd. 　2025年第一版
GB/T9969-2008 & GB/T19678.1-2018 
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概要

このユーザーマニュアルでは、特に重要な情報について、下記のシンボルマークで説明しています。

 危険  指示に従わないと、死亡または重大な障害に至るもの

 警告  指示に従わないと、死亡または重大な障害に至る可能性があるもの

 注目  指示に従わないと、障害を受ける可能性があるもの

 注意  車両やその他の所有物に損害を与えないためにも、特に注意するもの

運転者や他の方が障害を受ける可能性を回避するため、車両を安全に正しく取り扱うことは、オーナーとしての義務でもあります。

安全性について正しい判断ができるよう、このユーザーマニュアルには上記シンボルマークやその他の情報が記載されています。

これらの情報は、あなたや他の方に、害を及ぼす可能性のある潜在的な危険について警告することを目的としています。

車両を安全に運転し、正しくメンテナンスするために、必ず指示に従ってください。
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重要な情報
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重要な情報

車両情報

車台番号は、それぞれの車両に固有のものであり、車体を特定するのに必要な情報です。車両の登録に関する手続きや部品を注文するときに
必要です。下図に示された箇所に打刻または貼付されていますので、車両購入時に必ずご確認ください。
ナンバープレートの登録番号とともに別紙に記録し、車両と別に保管することを推奨します。

車台番号
車台番号はシートロック付近のフレーム
に打刻されています。
確認するにはシートロックを外します。

製品プレート
製品プレートはセンタースタンドベース
右側に取り付けます。

モーター番号
モーター番号はナブモーター左面に刻印
されています。

車台番号



安全に乗るために
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安全に乗るために

安全に乗るための手引き

オーナーの責任
車両の所有者として、車両を安全に正しく操作することはご自身の
責任です。ご乗車になる前に、必ず下記について理解してください。

●  運転者は安全かつ正しい運転技術を身につけ、適切な免許が必要です。

●  運転する際は、必ず交通安全法規を遵守してください。

●

 
本マニュアルに記載される安全に関する表示に従い運行し、日常点検
・定期点検を行ってください。

乗車時の服装
乗車時は必ずヘルメットを着用し、視界を妨げないフェイスシール
ドやゴーグル等で眼を保護し、天候や走行状況に応じ、安全性が高
く視認性の高い服装を着用してください。

ヘルメット
二輪車用でPSC、SGマーク、JISマークのあるものを推奨します。
正しくかぶり、あごひもを確実に締めてください。

グローブ
摩擦に強い５本指のものを着用してください。

ブーツ
滑りにくく、くるぶしまで覆われたものを着用してください。

服装
安全性が高く、体の露出が少ない長袖・長ズボンを着用してください。

安全運転のために
乗車前に体調が万全であること、集中力を欠くことがないこと、アルコ
ールや薬物の影響下にないことを確認してください。

●  運転中は必ず両手でハンドルを握り、両足をステップに乗せておく
こと。

●  常に周囲の車両に注意を払い、警戒を怠らず、いつでもブレーキを
かけたり回避したりできるようにしてください

●  スムースな加速とブレーキ、右左折や車線変更時の適切なウィンカ
ー操作、必要に応じてクラクションを使用してください。

●  疲労状態での運転は避けてください。適切な判断や安全運転を損な
う原因となります。

●  車両を良好な状態に保つため、適切なメンテナンスをしてください。
●  濡れた状態では路面が滑りやすくなり、ブレーキ性能が低下します
ので、慎重にゆっくり運転してください。

●  大雨や強風などの悪天候時の運転は避けてください。



安全に乗るために

予期せぬ事故への対処

安全確保が最優先です。ご自身、もしくはどなたかが怪我をされた場合、

その状況を慎重に見極め、安全な運転の継続が可能か判断してください。

必要に応じて緊急車両等、要請してください。事故に他者や他の車両が

関係している場合、交通法規に従って対応してください。

運転を継続される場合、パワースイッチを　　    ( OFF ) の位置にして車

両の状態を点検してください。

バッテリーが損傷していないか、ネジやボルトが緩んでいないかを確認

し、ハンドル、ブレーキ、ホイールを点検し、ゆっくり慎重に運転して

ください。その場でわからなくても損傷を受けている可能性があります

ので、必ず販売店等で早急に点検を受けてください。

 

転倒や事故後は下記に注意してください：
●  激しい転倒により、車両が損傷を受けると、感電によるショックを
受ける可能性があります。電気部品  ( 40 ページを参照 ) や接続配線
に触れないでください。

●

 

バッテリー電解液に触れないでください。
 

事故の衝撃によってバッテリー電解液が漏れる可能性があります。
電解液が皮膚や眼に付くと、侵されたりヤケドを負いますので、電
解液に触れないようにしてください。

 

●

 
火災が発生した場合は、適切な消火器を用いて消火してください。

 警告
この車両は 72Vリチウムイオンバッテリーを使用しているため、事故
が起きた時に誤った対応をすると思わぬ事故を再発する原因となり、
死亡または重大な障害に至る可能性があります。事故が起きたときは
本マニュアルに記載された方法・要領に従ってください。

バッテリー
バッテリーから異臭がする場合、故障の可能性があります。直ちに車両を

屋外の安全な場所に駐車し、パワースイッチを           ( OFF )  にして、お買

い求めの販売店にお問い合わせください。（バッテリーの充電方法は39ペ

ージ参照）バッテリーをご自身で分解・改造をしないでください。

ブレーキ
以下のガイドラインに従ってください：
●  急ブレーキは避けてください。急ブレーキは車体の安定性を低下させ
る可能性があり、タイヤが滑ったり転倒する危険があります。

雨や雪、油汚れなどで滑りやすい路面では、制動距離が長くなるため、
注意してください。

 
 

●

長く急な下り坂でブレーキを繰り返すと、ブレーキが加熱し制動力に
影響を与える可能性があるため、注意してください。

●
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●  制動力を高めるため、前後ブレーキを同時に使ってください。
●  長期間走行すると、ブレーキから異音が発生する場合があります。

アクセサリーと改造
アクセサリーを装着する際は、安全面から販売店にご相談してくだ
さい。
車体の構造や機能に関係する改造は、操作性を悪化させたり、ひい
ては車両の寿命を縮めることがあります。不正改造は法律に触れる
ことは、もちろん、他の迷惑行為となります。
車両の改造は保証の適用外となります。

 警告
不適切なアクセサリーや改造は、万一の事故の際、死亡または重大な
障害に至る可能性があります。アクセサリーを装着する際は、販売店
にご相談のうえ、本マニュアルに従ってください。

積載について
●  過積載はハンドリング、ブレーキ、安定性など車両操作性に影響を
与えます。規定の最大積載量を守ってください。

最大積載量： 200 kg
●  重量物を運ぶときは安全な速度で走行してください。

●  積載物はしっかりと固定してください。走行中に荷物が左右に動か
ないことを確認し、必要に応じて調整してください。

●  灯火類やモーター周辺に荷物を置かないでください。

 警告
過積載や不適切な積載、また多人数での乗車は、事故の原因となり、
死亡または重大な障害に至る可能性があります。積載方法について
は、本マニュアルの手順に従ってください。

安全に乗るために

8
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各部の名称と操作



各部の名称と操作

主要部品
  1  バックミラー
  2  リアブレーキレバー
  3  ヒューズ
   4  バッテリーボックス
  5  リアキャリア
  6  ハブモーター
  7  センタースタンド
  8  サイドスタンド
  9
  10
 フロント収納ケース
 USB充電ポート
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11 タンデムシート
 12 シートクッション
13 タンデムステツプ
14 メインステップ
15 フロントブレーキレバー
 
 
 
 

各部の名称と操作

11 12 13 14 15
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 主要部品
1  リアブレーキレバー
2  左スイッチ
3  メーターディスプレイ」
4  右スイッチ
5
6  スロットル
7  キースイッチ
8  荷掛けフック
 

 
 

 

各部の名称と操作
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フロントブレーキレバー



  1  スピードメーター
  2  ECUエラー警告灯
  3  クルーズコントロール表示灯（装備なし）
   4  READY（走行可）表示灯
  5  タートルスピード表示灯
  6  右折方向指示器表示灯
  7  バッテリーB  レベル/エラー表示灯
  8  オドメーター
  9
  10
 パーキングモード表示灯
 バッテリーA  レベル/エラー表示灯

  11
 
 左折方向指示器表示灯

  12
 
 スロットルエラー警告灯

  13
 
 出力モード表示灯

  14
 
 ハイビーム表示灯

  15
 
 モーターエラー警告灯

 

各部の名称と操作
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 メーター　表示灯（インジケーター）
表示機能の点検
パワースイッチを
上記表示部が点灯しない場合は、販売店にご相談ください

 （ON）の位置にすると、すべてのパターンと数値が表示されます。各表示灯は、対応する使用条件下で正常に点灯します。



各部の名称と操作

 メーター　表示灯（インジケーター）
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  1   スピードメーター：　現在の移動速度を表示

  2   ECU エラー警告灯：　ECU に故障が発生すると、インジケーターが点灯

  3   クルーズコントロール表示灯：　点灯中、車両はクルーズ コントロール状態 (装備されている場合)

  4   READY表示灯：　点灯中、車両走行可能

  5   タートルスピード表示灯: 点灯中、出力が制限され車両は低速で走行

  6   右折方向指示器表示灯：　方向指示器スイッチを右に押すと、インジケーターが点滅

  7   バッテリーB  残量/エラー表示灯：　バッテリーパックBの残量表示と故障時にインジケーターが点灯

  8   オドメーター：　総走行距離を表示

  9   パーキングモード表示灯：　パーキングモード時に点灯（車両走行不可）

10   バッテリーA  残量/エラー表示灯：　バッテリーパックAの残量表示と故障時にインジケーターが点灯

11   左折方向指示器表示灯：　方向指示器スイッチを左に押すと、インジケーターが点滅

12   スロットルエラー表示灯：　スロットルが故障すると、インジケーター点灯

13   出力モード表示灯：　現在の出力モードを表示

14   ハイビーム表示灯：　ハイビーム点灯時、インジケーター点灯。

15  モーター故障表示灯: モーターが故障すると、インジケーターライトが点灯



各部の名称と操作

キー／ハンドルロック
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  OFF
システムの電源をシャットダウンします。

 
 
ON

電源システムを起動し、始動の準備をします。

  ハンドルロック
ハンドルをロックします。

ハンドルロックを解除します。

 注意
運転しない時にパワースイッチを　　
とバッテリーが消耗します。
走行中はキーを回さないでください。

 （ON)のままにする

B

A

C

D

イグニッションスロット①にキー②を差し込み回して操作します。



キー／ハンドルロック

各部の名称と操作
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キーを差し込んで左に回すと、シートの
ロックが解除されます。

停車後、ハンドルを左にいっぱいにきり、
キーを押し込みながら、　　位置まで回し
てください。

シートの開け方

ハンドルロック



スイッチ
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各部の名称と操作

左ハンドルスイッチボックス 右ハンドルスイッチボックス

③ウィンカー（方向指示器）スイッチ
 左折方向指示灯が点滅
 右折方向指示灯が点滅
 スイッチを戻して点滅終了

①パワーモードスイッチ
 スイッチを押すごとにモード表示が切り替わります。

②パーキングモードスイッチ

 

パーキングモードのON/OFF

 

④ホーンボタン
警報機を鳴らすときに押します。

⑤ヘッドライト上下切り替えスイッチ
 ハイビーム
 ロービーム



リモコンキーと盗難防止システム

各部の名称と操作
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ボタンを押すと車両が盗難防止状態となります。

ボタンを押すと車両の盗難防止状態が解除されます。

ボタンを押すと車両から警告音が５回発します。

ロック解除後、２秒以内にボタンをダブルクリック
すると電源が起動します。

①ロックボタン

②ロック解除ボタン

③スタートボタン

④車両位置確認ボタン

●感度調整
ロック解除状態で、ホーンが鳴るまで車両位置確認ボタンを長押し
してください。
ホーンが 1回鳴るのがレベル１（最大感度）。全部で 4つのレベル
があります。

●振動アラーム
盗難防止状態で車両が振動すると、ホーンが鳴ってスイッチがON
になり、モーターがロックされます。警報が停止すると、スイッチ
がOFF になります。

●プレス警告
盗難防止状態で車両が移動したりタイヤが回転したりすると、ホー
ンが鳴ってスイッチがONになり、モーターがロックされます。警
報が停止すると、スイッチがOFF になります。



19

操作ガイド
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充電方法 
車両と充電器を接続して充電する バッテリーと充電器を接続して充電する

操作ガイド

1. エンジンを切り、キースイッチを (OFF) または (LOCK) に回します。
2. シートクッションとバッテリーカバーを開きます。
3. バッテリーを取り外します。
4. 充電器のプラグヘッド②をバッテリーの充電ソケットに接続します。
　しっかりと安定して接続されていることを確認してください。
5. 電源プラグ①を１００V電源に差し込みます。
　充電に接続すると、充電中にインジケーターライトが赤く点灯します。
6. まず電源プラグを抜き、次に充電器プラグヘッド②を外します。充電
　が完了すると、ステータスライトが緑色（«3»）に変わります。
7. 充電したバッテリーを車両に戻します。

1. エンジンを切り、キースイッチを (OFF) または (LOCK) 
　に回します。
2. 充電ポートカバー③を開き、保護カバー②を外して充
　電器の出力プラグを充電ソケット①に接続します。
3. 充電器を １００V 電源に差し込みます。（接続すると、
　充電中はインジケーターライトが赤く点灯）
4. 充電が完了したら（ステータスライト緑色が点灯）、充
　電が完了したら、充電器を車両から取り外します。

① ②



操作ガイド
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始動と運転
以下の手順で始動します。

1.  キーをパワースイッチに挿入し、　　( ON )の位置に回してください。 

2.  フロントまたはリアブレーキレバーを握ってパーキングモードスイッ
　 を押すとパーキングモードが解除され、READY表示灯が点灯します。
　 スピードメーターが０km/hを示し、走行可能状態となります。 

３.  ブレーキレバーを離し、図のようにスロットルを回します。
　   車速がメーターに表示されます。

 

＊サイドスタンドが開いたままだとモーターは作動しません。



操作ガイド
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ブレーキ（制動） USB充電ポート

スロットルを戻し、左右のブレーキレバーを丁寧に引きます。
ブレーキを動作させると後部のブレーキランプが点灯します。

注意
カーブを曲がる、停止するときは、減速する必要があります。必要
に応じてウィンカーを出し、周囲の交通状況、接近する他の車両を
よく確認し、ハンドルをきちんと保持しながら、ブレーキをかけ、
徐々に減速します。

 警告
● ブレーキを過度な力で握ったり、急ブレーキは、スリップや転倒
にの恐れがあるので、特に車体を傾けているときは注意すること。

● 濡れた路面でのブレーキは滑りやすく危険なため、速度を落とし
て慎重に運転してください。

● 長く急な下り坂で、ブレーキを繰り返すと過熱してブレーキ性能
を低下させる場合があります。安全のため、ブレーキを断続的に
使用して減速してください、

USB充電ポートは、図のように、車両前面の左上にあります。
ご使用の際は、カバーを開けてください。
＊USB充電ポートへの機器の接続は、お客様の責任において行っていただ
　きますようお願いいたします。USB充電ポートの使用によって生じたい
　かなる損害についても、当社は責任を負いかねます。
USB ポートに異物が入らないように、使用していないときは
必ずカバーを閉じてください。
接続されているすべてのデバイスが安定した位置にしっかり
と固定されていることを確認してください。そうしないと、
振動によってデバイスが損傷する可能性があります。
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 コンビニフック  フロントダッシュボード

ストレージ（収納）

コンビニ（荷掛用）フックは、フロント収納ボックス上部のハンドル
バーの下にあります。

 警告
● 運転やフットレストの妨げとなりますので、フックに大き
な荷物や重量物を掛けないでください。

最大サポート重量: 3 kg

フロントダッシュボード（収納ボックス）はハンドルバー内側の
下にあります。

使用方法：　キー①を挿入①し、時計回りに回してカバー②を
引き出します。
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ストレージ（収納） リアフットレスト
ヘルメットハンガー
ヘルメットハンガー①はシートの下にあります。
ヘルメットハンガーは駐車中のみヘルメットを掛けられるように
設計されています。

タンデムの際、左右フットレストを外側に引き出してください。

 警告
● ヘルメットをヘルメットハンガーに取り付けたまま走行
すると、後輪やサスペンションの動作を妨げ、事故を引
き起こし、重大な傷害または死亡につながる可能性があ
ります。車両が完全に停止している場合にのみ使用して
ください。
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 シートの開け方  シートの閉め方

 警告
乗車前にシートが確実にロックされていることを確認してください。

シート

キー②挿入し反時計周りに回すとロックが解除されます。 シート③を閉じてロックされるまで押し下げます。
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メンテナンス
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メンテナンスの重要性
車両を適切にメンテナンスすることは、安全面だけでなく、その他の財産
を保護するため、また最適なパフォーマンスを発揮し、故障や事故を防ぐ
ためにも極めて重要です。

 警告
乗車前に指定されたメンテナンスを怠ったり、故障箇所を修理しな
いと、重大または死亡事故につながる恐れがあります。
本マニュアルに記載されている点検項目、およびスケジュールに従
ってメンテナンスを実施してください。 
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メンテナンススケジュール

２年毎
１年毎

10,000 km毎
5,000 km毎

初回1,000 km走行後
項目 乗車前点検

▲ ブレーキディスクの点検 ○ ● ● ● ●
▲ フロントブレーキパッドの点検 ○ ● ● ● ●
▲ リアブレーキパッドの点検 ○ ● ● ● ●
▲ フロントブレーキフルードの点検（液量） ○ ● ● ●
▲ リアブレーキフルード（液量） ○ ● ● ●
▲ ブレーキホース、ラインの点検（損傷の有無） ○ ● ● ● ●
▲ ステアリングヘッドの点検（クリアランス） ○ ● ● ● ●
▲ ステアリングコラムの点検（注油） ○ ● ● ● ●
▲ 前後タイヤの点検（損耗、傷） ○ ● ● ● ●
▲ 前後タイヤ空気圧の点検 ○ ● ● ● ●
▲ 前後サスぺンションの点検（オイル漏れ） ○ ● ● ● ●
▲ 灯火類の点検（動作） ○ ● ● ● ●
▲ ○ ● ● ●
▲

サイドスタンドの点検（ボルトの緩み）
○

●
● ● ●ホイールベアリングの点検（緩み、損傷） ●
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2年毎
1年毎

10,000 km走行後
5,000 km走行後

初回1,000 km走行後
項目 乗車前点検

▲ 車両の各部品やケーブル類の点検 ○ ● ● ● ●
フレームの点検 ● ●
スイングアームの点検 ● ●
ボルトやナットの点検（緩み） ○ ● ● ● ●
ゴム類の点検（劣化、損傷） ○ ● ● ● ●

▲ スイングアームベアリングの点検（動作） ○ ● ● ● ●
可動部品への注油と点検（潤滑性） ○ ● ● ● ●

▲ ハブモーターの点検 ○ ● ● ● ●
▲ ワイヤーハーネスの点検（損傷） ○ ● ● ● ●
▲ フロントブレーキフルードの交換 ●
▲ リアブレーキフルードの交換 ●
▲：必須点検項目
○：点検時期指定項目
●：定期点検項目
   ：乗車前必須点検（必要に応じて清掃、注油、調整、交換）



ヒューズは電動バイクの電気回路を保護します。電気回路が機能
していない、または正常に動作していない場合、ヒューズの動作
を確認し、必要に応じて交換してください。

ヒューズ
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タイヤ空気圧の点検
少なくとも月に一度はタイヤの空気圧を点検してください。

標準タイヤ空気圧（測定は冷間時に行うこと。）：

１名乗車時

フロント：　220kPa
リア　　：    250kPa

 警告
適正な空気圧でない状態で運転すると、車両が制御できず、重大な
事故を引き起こす恐れがあります。

 

警告
技術仕様より大きいサイズのヒューズを使用すると、電気システ
ムに損傷を与える可能性が高くなります。
ヒューズが頻繁に切れる場合は、車両の電気系統に損傷を与える
可能性があります。点検については、販売店にご相談ください。

ヒューズの交換

キースイッチをオフにして電源を切ってから、ヒューズを取り外
して点検してください。
ヒューズが切れている場合は、指定された技術仕様に従って交換
してください。ヒューズの技術仕様は、仕様書の36ページに記載
されていますのでご確認ください。

ヒューズが
切れている
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タイヤの損傷の点検

タイヤに切り傷、ひび割れ、タイヤコードなど繊維の露出がない
か、サイドウォールやトレッドに釘など異物がないか確認してく
ださい。
サイドウォールに異常な膨らみがないかなどを確認してください。

タイヤの 溝の深さの点検

T.W.I

ウェアインジケーター
ポジションマーク

ウェアインジケーターを確認し、スリップサインが現れていたら、
磨耗限度なので新品タイヤに交換してください。

使用限度残り溝： 2 mm

 警告
著しく摩耗したタイヤで走行すると、走行性能が低下し、事故などの
原因となる恐れがあります。

スリップサイン 



32

メンテナンス

以下のガイドラインに従ってください。
●  純正タイヤ、もしくはサイズ、構造、速度記号、負荷能力が同じ
製品を使用してください。

●  チューブレスタイヤを使用してください。チューブを使用すると
過熱によってチューブが破裂する恐れがあります。

●  この車両は、チューブレスタイヤ専用にリムが設計されています。

●  許容を超えて積載しないこと。過積載は事故の原因となる恐れが
あります。

●  タイヤ、ホイールやブレーキ関連部品の交換は、販売店に相談し
てください。

 警告
適合外のタイヤを装着すると、ハンドリングや安定性に影響を与
え、重大な傷害や死亡事故につながる恐れがあります。本マニュ
アルで指定されたサイズ、形式のタイヤを使用してください。

ブレーキフルードの点検
ハンドルを動かし、リザーバータンク点検窓を見て、フルード液面
が下限マークより上位置にあることを確認してください。

フルード液面が下限マークを下回っている場合や、ブレーキレバー
を握った際の遊びが基準を超えている場合は、販売店で点検を受け
てください。

推奨ブレーキフルード： DOT 3/DOT 4 

 注意
ブレーキフルードは、プラスチックや塗装面を傷める可能性があり
ます。付着した場合はすぐに拭き取り、付着面をよく洗浄してくだ
さい。
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 ブレーキパッドとディスクの点検 サイドスタンドの点検

スロットル

● サイドスタンドがスムーズに
   動作するか確認してください。
   硬かったりする場合は、ピポ
   ット部を清掃し、グリスを塗
   ってください。
● スプリングに、損傷や弾力の
   低下がないか点検してくださ
   い。

●  キースイッチを OFFにし電源
   を切った状態で、スロットル
   を全閉から全開までスムーズ
   に回るかを確認してください。

●  スロットルがスムーズに動作
   せず、自動で全閉まで戻らな
    い場合は、販売店に連絡し、
    点検・調整・修理を行ってく
    ださい。

磨耗インジケーター

ブレーキパッド

ブレーキ
ディスク

前後ブレーキパッドの磨耗状態を点検してください。
磨耗インジケーターマークが見えないところまで磨耗
していたら交換が必要です。

 注意
●  ブレーキパッドは左右一組で交換すること。交換は取扱店に相談
してください。

●
 
パッドが著しく磨耗すると、死亡事故につながる恐れがあります。
必ず、適切な時期に交換してください。
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 車両が走行できない
●キースイッチを ON にしても、メーターに何も表示されない場合

●モーターが作動しない場合

●  ヒューズが切れていないか確認してください。
●  バッテリーケーブルのプラグが緩んでいないか確認してください。

●  バッテリーレベルが十分か確認してください。
●  パーキングモードになっていないか確認してください。

バッテリーレベルインジケーターが表示されない場合は、バッテリーの
状態を確認してください。
問題が解決しない場合は、直ちに販売店にご相談ください。
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■ エラーコード表

エラーコード
DTC 故障内容

症状／
保護機能

エラーコード
DTC 故障内容

症状／
保護機能

モーターセンサーエラー バッテリー１充電時高温警告

バッテリー１充電時低温警告

バッテリー１ MOSFET高温警告

バッテリー２ 過電圧警告

バッテリー２ 低電圧警告

バッテリー２ 過充電警告

バッテリー２ 警告：セル異常

スロットルエラー

過電流保護

電圧異常

コントローラ安全保護

モーター相電流エラー

モーター電流エラー

MOSFETエラー

下側MOSFET誤作動

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

バッテリー１高温警告

バッテリー１低温警告
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■ エラーコード表

エラーコード
DTC 故障内容

症状／
保護機能

エラーコード
DTC 故障内容

症状／
保護機能

バッテリー１ 過電圧警告

バッテリー１ 警告：セル異常

電源回路遮断

 

 

 016   205 
 

 
 

101  
  206 

 
 

 

102  
 

 207 
 

 
 

103  
  208 

 
 

 

104  
  209 

 
 

 

105  
 

 210 
 

 

106  
  211

  
 

 

リザーブ リザーブ

バッテリー１ 低電圧警告 電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

電源回路遮断

バッテリー１ 過充電警告

バッテリー１ 高温警告

バッテリー１ 過充電電流警告

バッテリー２ 過充電電流警告

バッテリー２充電時高温警告

バッテリー２MOSFET高温警告

バッテリー２SOCアラート

バッテリー２高温警告

バッテリー２低温警告

バッテリー２充電時低温警告
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バッテリーが充電できない
下記の項目を確認してください：
●   非常に高温な場所、直射日光の下などで充電しようとしていません
か？

●  充電は推奨された条件で行ってください。
●  走行後、すぐに充電していませんか？
●   非常に低温な場所で充電しようとしていませんか？
●  プラグ類はしっかり挿入されていますか？
●  外部電源に異常ありませんか？必要な電力が供給されていますか？
●  充電器のケーブルやプラグに損傷はありませんか？

問題が解決しない場合は、販売店に連絡し、修理を依頼してくだ
さい

タイヤのパンク
パンク修理やホイールの脱着は専門的な技術が必要です。
販売店にご相談ください。

 警告
補修したタイヤで長時間走行を続けることは、非常に危険です。
一時的な補修の場合、慎重にゆっくりと走行し、なるべく早く新品
のタイヤに交換してください。

灯火類の故障
車両に搭載される灯火類はすべてLEDを使用しています。灯火類が
点灯しないなどの異常がある場合は、販売店に相談してください。
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車両のお手入れ
定期的に洗車と磨きを行うことで、車両を長持ちさせることがで
きます。車体がきれいであれば、異常を発見しやすくなります。

潮風や海水、凍結防止剤などの影響を受ける環境下では、さびや
腐食が促進されますので注意してください。

上記のような環境の場合、走行後は速やかに洗車してください。

●  洗車
モーターやブレーキなど高温になる部品が冷えるのを待ってから、
洗車を始めてください。

1 車両全体を水でよくすすぎ、泥やホコリなどを落としてください。

2 必要に応じて、中性洗剤を含ませたスポンジまたは柔らかいタオル
を使用して汚れを落としてください。

●   ヘッドライトレンズ、ボディパネル、その他のプラスチック部品を
掃除する際は、傷がつかないように注意してください。電気部品に
は水が入らないようにしてください

3 車両全体を十分な水でよく洗い、清潔な柔らかい布で拭き上げてくだ
さい。

4 可動部に注油してください。
●   ブレーキやタイヤにオイルが付着しないように注意してください。オ
イルが付着するとブレーキディスクやブレーキパッドは制動性能を著
しく低下させ、事故につながる恐れがあります。

5 腐食防止のため、外装部品にワックスを塗布します。
●   過度な洗浄力や化学溶剤を含むケミカル製品は使用を避けてください。
金属部、塗装面、プラスチック部の表面コーティングを侵食する恐れ
があります。

●  タイヤやブレーキにワックスを塗らないでください。
●
  
つや消し塗装面には、ワックスを使用しないでください。

●  洗車時の注意事項
洗車の際は次のガイドラインに従ってください。：

‒ 高圧洗浄機は使用しないこと： 
高圧洗浄機は、可動部品や電気部品に損傷させる恐れがあります。

‒ ブレーキを乾かすこと： 
水が付着するとブレーキ性能が低下する恐れがあります。洗車後
は低速で走行し、ブレーキを断続的に使用して乾かしてください。

‒  バッテリーやバッテリーボックスを、水や洗剤で洗わないでくだ
さい。始動不良や故障の原因となります。

 

‒ シート下を直接水で洗い流さないこと： 
電気部品に水が入ると、故障の原因となることがあります。
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‒ ヘッドライト周辺を直接水で流さないこと： 
洗車後や雨天走行時にヘッドライトのインナーカバーが一時的
に曇ることがあります。これはヘッドライトの機能には影響し
ませんが、ヘッドライト内に大量の水が溜まっている場合は、
販売店に相談してください。

 

‒ つや消し塗装面には、ワックスや研磨剤を使用しないでくださ
い。つや消し塗装面には、柔らかい布やスポンジを使用し、多
量の水と中性洗剤で洗浄してください。仕上げは、清潔な柔ら
かい布で拭き上げてください。

 

●  アルミ製部品について
アルミニウムは泥、汚れ、塩分と接触すると腐食します。アルミニ
ウム部品を定期的に洗浄し、傷を防ぐために次のガイドラインに従
ってください。

‒ 硬いブラシ、スチールウール、研磨剤入りクリーナーは使用し
ないでください。

‒ 縁石に乗り上げたり、こすったりしないよう注意してください。

●  ボディパネル
傷や損傷を防ぐために、次のガイドラインに従ってください。：

‒ 柔らかいスポンジを使い、多量の水で優しく洗います。
‒ 希釈した洗剤を使い、多量の水で洗い流して頑固な汚れを取
り除きます。

‒ ガソリンやブレーキフルードが、メーター、ボディパネル、
ヘッドライトに付着しないように注意してください。
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その他の情報

車両の保管

車両を屋外で保管する場合は、全体を覆える車体カバーを使用する
ことをおすすめします。

●  長期間使用しない場合の保管について：

‒  バッテリーの性能低下を防止するため、涼しい場所に保管して
ください。

推奨保管温度： 0 ～ 25℃

‒  長期保管の前に、バッテリーを満充電してください。
バッテリー残量を、最低でも２ヶ月に一度は確認してください。

 注意
バッテリー残量計の表示が、バー１つだけの状態で長期保管しない
でください。バッテリーが正常に動作しなくなる恐れがあります。

‒  車両を丁寧に洗車し、塗装面にワックスを塗布してください。
（つや消し塗装を除く）

‒  メンテナンススタンドなどを使用して、車両を水平にして、
前後タイヤを浮かせた状態で保管してください。

‒  雨が降った後は、車体カバーを取り外し車両を乾燥させてく
ださい。
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その他の情報

車両の輸送

バイクを輸送する際は、専用トレーラーやフラットフロアのトラッ
クなどに、昇降用ラダーや固定用ストラップを準備します。

バイクの前輪がトレーラーやトラックの進行方向にまっすぐ向くよ
うにしてください。固定には、フレームやフロントフォーク、リア
スイングアームなどの強度の高い部品にストラップを締結し、車両
を固定してください。

 注意
車両の牽引はトランスミッションに損傷を与える恐れがあります。
車両を移動させる必要がある場合は、必ず保護手袋を着用してくだ
さい。輸送中に車輪やブレーキなどに、手を挟まれないように注意
してください。

環境保護

車両を所有することは、同時に環境保護に対する責任を果たさなけ
ればなりません。

●

 
環境に適切な洗剤を選択する

 洗車する際は、生分解性の洗剤を使用してください。オゾン層を破壊
するクロロフルオロカーボン(CFCs) を含むスプレーは使用しないでく
ださい。

●  廃棄について 
交換後、廃棄する油脂類などは、地域の規則に従って廃棄してくださ
い。
使用済みのギヤオイルを、排水溝や地面に廃棄しないでください。
使用済みのモーターオイル、ガソリン、冷却液、洗浄溶剤には有毒物
質が含まれており、人体に害を与えたり、環境を汚染したりする恐れ
があります。

 

‒ バッテリーの廃棄 
車両が修理不能になった場合など、バッテリーを廃棄する必要が
ある場合は、販売店に相談してください。
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仕様諸元
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仕様諸元

主要諸元

全長＊全幅＊全高（mm） 1,870＊695＊1,153
ホイールベース（mm） 1,285
車両重量（kg） 94 （バッテリー含まず）

最大積載荷重（kg） 200

最大総重量（kg） 120

763

乗車定員 2名
シート高（mm）
最低地上高（mm） 150

ブレーキ型式 前後ディスク ( CBS )

*航続距離はWMTCモード値です。実際の航続距離は、風、路面、荷重、加減速操作などの影響を受け変化しますので、あくまでも参考値です。
*本マニュアルにある商品画像、機能、性能等は参考値です。実際の製品を優先してください。

フロントタイヤサイズ 90/90-12
リアタイヤサイズ 120/70-12
タイヤ空気圧（kPa） 前（最大） 220

後（最大） 250

モーター形式 ハブモーター
モーター定格出力（W） 1,000
モーター最大出力（W） 6,000
最高速（km/h） 80

*最大航続距離（km） 70 (ﾊﾞｯﾃﾘｰ*1), 140 (ﾊﾞｯﾃﾘｰ*2)
最大登坂角（°） 18
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仕様諸元

バッテリー

バッテリー重量 13.6kg
バッテリー電圧 74V
バッテリー容量 24Ah
バッテリー搭載箇所 車載
搭載方式 着脱可

充電器

入力電圧範囲 155～264 VAC
充電 750W
最大出力電流 10±0.5Ah
温度 －35℃～60℃

電装部品

ヘッドライト LED
フロントウィンカー LED
リアウィンカー LED
テールランプ LED
メーター LED
サイドリフレクター 有
リアリフレクター 有

ヒューズ

12Aヒューズ
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ユーザーマニュアル 


